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機械器具（32）医療用吸引器 

一般医療機器 吸引器用キャニスタ（34858000） 

新ディスポバッグ 
再使用禁止 

 

【禁忌・禁止】 

1.再使用禁止。 

2.新ディスポバッグと新ディスポバッグ専用ボトルは、同容量の

製品を使用すること。[異なる容量の製品を使用すると新ディス

ポバッグが破裂することがあるため。] 

3.新ディスポバッグを新ディスポバッグ専用ボトルに挟まないよ

う十分注意して装着すること。 [挟む事により、新ディスポバ

ッグに傷・穴ができ、破裂の原因になることがあるため。]  

 

**【形状・構造及び原理等】 

1.形状・構造 

本品は、容量の違いにより 1.5L 用と 2.5L 用がある。また、それぞ

れ凝固剤無しと凝固剤入りがあり、合計 4種類である。 

No. 構成品名 形状 

1 新ディスポバッグ 1.5L（凝固剤無し） 

 

2 新ディスポバッグ 1.5L（凝固剤入り） 

 

3 新ディスポバッグ 2.5L（凝固剤無し） 

 

4 新ディスポバッグ2.5L（凝固剤入り） 

 
 

No. 付属品名 形状 

1 イエローコネクター 

 

2 オレンジコネクター 

 

3 吸引用変換コネクター 
 

4 バクテリアフィルター 
 

5 バクテリアフィルター メデラ型 
 

6 
オーバーフロー・プロテクト付バク

テリアフィルター 
 

7 
オーバーフロー・プロテクト付バク

テリアフィルター メデラ型 
 

8 
オーバーフロー・プロテクト付バク

テリア・消臭フィルター  
 

9 
オーバーフロー・プロテクト付バク

テリア・消臭フィルター メデラ型 
 

10 ディズポーザブル採集カップ 

 
 

 

No. 付属品名 形状 

11 ウィルスフィルター メデラ型 

 

12 ウイルスフィルター 

 
 

【使用目的又は効果】 

体液の回収のため吸引器とともに使用するキャニスタをいう。折り畳

んだ状態で提供され、使用前に組み立てる。 

 

【使用方法等】 

この製品の仕様に合った吸引ボトル（販売名：新ディスポバッグ専用

ボトル 届出番号：28B1X10009320005）と組み合わせること。それ以

外の製品との組み合わせで使用した場合、機能を確保することができ

ず、人体への傷害や機器の破損につながるおそれがある。 

<一般的な使用方法> 

注意：この製品を取り扱う際には、医療用手袋などを必ず着用

すること。廃液に触れると、感染するおそれがある。 

1.本品専用の新ディスポバッグ専用ボトルを準備する。 

2.本品を下図のとおりボトルに挿入し、嵌め込む。 

注意：バッグとボトルを取付ける際は蓋が確実に閉まっていることを

確認すること。[蓋が閉まっていないと十分に吸引できない場合

がある。] 

3.トップ部分の接続口に吸引チューブ等を接続し使用する。 

 

    
 

 

 

 

4.廃液がボトルの目盛のＭＡＸラインまで達したら、新しいバッグに

取替える。 

また、連結使用する際には、最後尾のボトルの目盛のＭＡＸライン

まで達したら、新しいバッグに取替える。 

注意：バッグを取り外す際は、連結チューブと患者側チューブを抜き、

蓋を閉めてから吸引を停止すること。 

   その際には、連結ポート用キャップをカチッと音がするまで閉

めること。   

 

*【使用上の注意】 

1.使用前に本品に異常があった場合は使用しないこと。 

2.単回使用であるため再使用しないこと。 

3.廃液には直接触れないこと。感染のおそれがある。 

4.この製品を取り扱う際には、医療用手袋などを必ず着用すること。

触れてしまった場合は、各施設の手順に従って処置し、必要に応じ

て医師の診断を受けること。また、他の機器などにこれらが付着し
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た場合はただちに拭き取ること。 

5.使用後は、廃棄物処理に関する規則に従って感染性廃棄物として廃

棄すること。 

6.油分、アルコール類、下剤、消泡剤等の薬剤を多く含む廃液は、製

品に封入されている凝固剤では完全にゲル化しないことがある。そ

のような場合、廃液バッグは施設のガイドラインに従って処理する

こと。 

7.１パックに 2 症例分など時間をあけて吸引すると 2 症例目の体液は

ゲル化しない場合がある。 

8.連結して使用する際は、大量の液体を一度に吸引すると固まらない

可能性がある。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

高温多湿を避け、温度や湿度が極端に変化しない場所及び水がかから

ない場所に保管。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：株式会社トータルメディカルサプライ 

TEL：078-302-5595 FAX：078-302-5596 

 

外国製造業者：メデラ エージー（スイス） 

       Medela AG 


